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はじめに 

 

牛の後天性繁殖障害の原因は感染性及び非感染性に大別される。繁殖障害に関わる感染性疾病は16

疾病あり、その中で季節性なく、幅広い妊娠期間で生じる感染性疾病は牛ウイルス性下痢症（以下、

ＢＶＤ）及びネオスポラ症などが挙げられる1)。今回、1つの酪農家で年間を通じて繁殖障害が継続

し、その繁殖障害の原因に複数の感染症が関与していた事例と遭遇したため、その概要を報告する。 

 

 

臨床経過 

 

飼養頭数約 40 頭の酪農家で 2020 年秋ごろに流産 2 例（胎齢約 50 日）が発生し、2021 年 4 月に不

受胎 1 例（人工授精後約 60 日）、5 月に流産 1 例（胎齢約 120 日）が発生した。5 月には更に流産 1

例（胎齢約 160 日）が確認されたため、病性鑑定 1 例目に供した。また、直近 2 カ月間で 3 回の繁殖

障害を受けて、ＢＶＤⅤの持続感染牛（ＰＩ牛）の摘発に関わる検査を実施した。2021 年 11 月には

流産 2 例（胎齢約 120 日、約 210 日）が発生し、それぞれを病性鑑定 2 例目及び 3 例目に供した。 

 

材料と検査方法 

 

１ 材料 

病性鑑定 1 例目は 2021 年 5 月の流産母牛及び直近で繁殖障害を呈した母牛 2 頭の計 3 頭の血清

を用いた。また、ＰＩ牛の摘発に関わる検査ではＢＶＤＶ抗原ＥＬＩＳＡ陽性の子牛及びその母牛

の血清を用いた。病性鑑定 2 例目は流産胎仔（胎齢約 120 日）、流産母牛（5 月に胎齢約 120 日で



流産した母牛と同一個体）及び同居牛 2 頭の計 3 頭の血清、流産母牛の膣スワブを用いた。病性鑑

定 3 例目は流産胎仔（胎齢約 210 日）、流産母牛の血清及び膣スワブを用いた。 

２ 検査方法 

(1) 病理学的検査 

病性鑑定 2 例目及び 3 例目の流産胎仔について、常法のとおりに剖検を実施した。また、流産

胎仔の全身諸臓器について、10％中性緩衝ホルマリン液で固定し、常法のとおりにパラフィン包

埋、薄切後、ヘマトキシリン・エオジン染色を実施した。更に、ネオスポラ抗体を用いた免疫組

織学的染色を実施した。 

 (2) 細菌学的検査 

病性鑑定 2 例目及び 3 例目の流産胎仔、流産母牛の膣スワブについて、血液寒天培地、ＤＨＬ

寒天培地、ＥＳⅡ培地及びスキロー培地を用い、常法のとおりに実施した。 

(3) 寄生虫学的検査 

病性鑑定 1 例目及び 2 例目の流産母牛の血清、病性鑑定 2 例目の胎仔胸水について、ネオスポ

ラの間接蛍光抗体法を常法のとおりに実施した。 

(4) ウイルス学的検査 

   流産母牛、同居母牛、ＢＶＤＶ抗原ＥＬＩＳＡ陽性子牛の母牛及びＢＶＤＶ抗原ＥＬＩＳＡ陽

性の子牛の血清について、ＢＶＤＶ（Nose 株、KZ-91 株）及びＭＤＢＫ細胞を用い常法のとおり

に中和試験を実施した。また、病性鑑定の 2 例目及び 3 例目の流産胎仔について、ＭＤＢＫ細胞

を用いたウイルス分離（3 代継代）を実施した。 

(5) 遺伝子学的検査 

   病性鑑定 2 例目及び 3 例目の流産胎仔について、ＰＣＲ法により、ペスチウイルス特異遺伝子

検索を実施した。さらに、ペスチウイルス特異遺伝子が検出された場合は制限酵素（PstⅠ）処

理を実施した。 

  

結果 

 

１ 外貌・剖検所見 

流産胎仔に体形異常及び中枢神経系の形成異常は認められなかった（写真 1、2）。 



    

写真 1 病性鑑定 2 例目の流産胎仔の外貌  写真 2 病性鑑定 3 例目の流産胎仔の外貌 

２ 病理組織学的検査 

   病性鑑定 2 例目では流産胎仔にネオスポラのタキゾイトを伴う非化膿性炎症（舌、大腿筋、

脳）を認めた（写真 3、4）。また、腎臓にはネオスポラのシストを認めた。病性鑑定 3 例目で

はネオスポラなどの流産に関わる感染症を示唆する所見は認められなかった。 

  

写真 3 病性鑑定 2 例目の非化膿性筋炎    写真 4 病性鑑定 2 例目の非化膿性脳炎 

３ 細菌学的検査 

   病性鑑定 2 例目及び 3 例目の膣スワブから Aerococcus urinae が分離された。流産胎仔から有

意菌はいずれも分離されなかった。 

 

４ 寄生虫学的検査 

   ネオスポラの間接蛍光抗体法において、病性鑑定 1 例目では流産母牛 3 頭中 1 頭で陽性を示し

た。病性鑑定 2 例目では流産母牛で陽性を示したが、流産胎仔の胸水は陰性を示した（写真

5）。 



   

  写真 5 病性鑑定 2 例目のネオスポラＩＦＡ 

５ ウイルス学的検査 

   ＢＶＤＶの中和試験において、病性鑑定 1 例目は 1 型で 3 頭中 3 頭に抗体価の上昇を認め、2

型は 1 頭に抗体価の上昇及び 1 頭に抗体の保有を認めた。また、ＰＩ牛の摘発に関わる検査では

ＢＶＤＶ抗原ＥＬＩＳＡ陽性の子牛で抗体の保有を認められず、母牛では抗体の保有を認めた。

病性鑑定 2 例目及び 3 例目では流産母牛及び同居牛で抗体価の上昇を認めたが、post 血清の採

材前にＢＶＤＶのワクチンを接種していた可能性があり、ワクチン抗体を含む可能性があった

（表１）。 

   ウイルス分離において、病性鑑定 3 例目及びＢＶＤＶ抗原ＥＬＩＳＡ陽性の子牛からＢＶＤＶ

2 型が分離され、病性鑑定 2 例目でウイルスは分離されなかった。 

表 1 牛の個体情報とＢＶＤＶ中和試験結果 

   

 

６ 遺伝子検査 

  ＰＣＲ法によるペスチウイルス遺伝子検索において、病性鑑定 3 例目及びＢＶＤＶ抗原ＥＬＩ



ＳＡ陽性の子牛からペスチウイルス特異遺伝子が検出され、制限酵素処理を実施した結果、ＢＶ

ＤＶ2 型と判定された。 

 

以上の結果から、病性鑑定 1 例目はＢＶＤＶによる流産疑い、病性鑑定 2 例目はネオスポラ症、病

性鑑定 3 例目はＢＶＤＶによる流産と診断した（図 1～4）。 

  

図 1 病性鑑定 1 例目の結果         図 2 持続感染牛の摘発に関わる結果 

  

図 3 病性鑑定 2 例目の結果         図 4 病性鑑定 3 例目の結果 

 

まとめ及び考察 

 

今回、1 つの酪農家で 2020 年秋ごろに流産 2 例（胎齢約 50 日）が発生し、2021 年 4 月に不受胎 1

例（人工授精後約 60 日）、5 月に流産 2 例（胎齢約 120 日、160 日）が発生した。2021 年 11 月には

流産 2 例（胎齢約 120 日、約 210 日）が発生し、年間を通じて繁殖障害が継続した。その中で流産 3

例の病性鑑定及びＰＩ牛の摘発に関わる検査を実施した。その結果、病性鑑定 1 例目はＢＶＤＶによ



る流産疑い、病性鑑定 2 例目はネオスポラ症による流産、病性鑑定 3 例目はＢＶＤＶによる流産、子

牛 1 頭はＰＩ牛と診断した（図 5）。 

ＢＶＤＶ及びネオスポラ症の繁殖障害は季節性なく、幅広い妊娠期間で発生し、特に感染胎齢と病

態発生に関連性があると知られている。ＢＶＤＶでは胎齢約 70 日から 120 日までに感染すると持続

感染牛として、胎齢 120 日から 160 日までに感染すると水頭無脳症や小脳低形成など脳の形成異常を

伴う異常産として、それ以降の胎齢の感染では抗体を保有する健康牛として生まれてくる可能性があ

る 2)。一方、ネオスポラ症では胎齢 140 日齢以降の感染で多くの場合が潜伏感染牛となり、一部の子

牛では神経症状を呈する場合がある 3)。 

 ＢＶＤＶの侵入時期は、繁殖障害が発生し始めた 2020 年 11 月には複数の母牛でＢＶＤＶの抗体の

保有していたこと、摘発されたＰＩ牛は 2021 年 2 月末生れであったことを考慮すると、2020 年 11

月以前であることが示唆された。ウイルスの侵入経路には牛の移動や自然伝播などが挙げられるが、

母牛の導入状況や預託状況などを把握することが困難であったため、侵入経路の特定には至らなかっ

た。 

 ネオスポラの侵入時期は、2021 年 5 月時点でネオスポラ症により流産した母牛に抗体の保有を認

めたこと、発生農場ではネオスポラ症の発生歴はないがタヌキの侵入が以前にあったことを考慮する

と、2021 年 5 月以前もしくは垂直感染による潜伏感染が示唆された。 

  

  図 5 繁殖障害の時系列と病性鑑定の診断結果 
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